
サトーが支援物資の配送をサポート
セカンドハーベスト・ジャパン（NPO法人）様

　セカンドハーベスト・ジャパン様では、まだ食べられるに

もかかわらず、さまざまな理由から市場に流通させること

ができない食品を、メーカー、農家、個人などから譲り受け、

福祉施設などに配分する「フードバンク活動」を行っていま

す。東日本大震災後は、被災地にも支援活動の範囲を広げ

ています。

　サトーは、このフードバンク活動の配送業務の効率をよ

り良くするためのシステムの開発を受託しました。プリンタ、

スキャナ、2次元コードラベルを活用したシステムにより、

今まで手間がかかっていた配送業務も、迅速で正確な管理

ができるようになりました。

　サトーは今後も、本業を通じた社会貢献活動を継続して

まいります。

フードバンク活動の様子

寄贈品に貼る2次元コードラベル

寄贈品配達記録書

第 期 報 告 書62
株主の皆さまへのご報告

平成23年4月1日～平成24年3月31日

サトーをより良くご理解いただくために

www.sato.co.jp

証券コード：6287

ノンセパ、エコナノは、サトーホールディングス株式会社の登録商標です。



サトーは何をする会社？

さまざまな業種における
お客さまの課題

サトーのトータルソリューション「DCS & Labeling」
自動認識技術 ● 自動認識製品

● 保守サービス

● アイデア・ノウハウ

課題解決

×

　自動認識技術を活用して、「物」や「人」の動きを情報化して収集する。それがサトー独自のビジネスモデル「DCS & Labeling（※）」
です。情報と現物を一致させる製品・ソリューションを総合的に提案することで「正確」「省力」「省資源」に加え「安心」「環境保全」を
実現します。

バーコード 2次元コード RFID

（※）Data Collection Systems & Labeling

正確 省力 省資源 安心 環境
保全＋

代表取締役執行役員社長
兼 最高経営責任者（CEO）

社長インタビュー
株主の皆さまにおかれましては、平素より格別のご高配を賜り、心より厚く御礼申し上げます。

株式会社サトーは2011年10月に純粋持株会社へと移行し、社名もサトーホールディングス株式会社に変わりました。

新たな成長を目指すサトーグループの経営戦略についてご説明申し上げます。

まずは当期を振り返っての
評価・分析をお願いします。

　当期は、売上高が前期比2.8％増の805億円、営業

利益が同10.1％増の46億円、当期純利益が同約

3.8倍の19億円となり、増収増益を達成しました。

　国内では、東日本大震災後の復興需要に対する供

給責任を果たしつつ、新規市場へのアプローチや生

産性の向上を図ったことで、売上高が過去最高を更

新するなど、想定以上に良い結果となりました。

　海外においては、欧州債務危機の影響による世界

景気の減退やタイの洪水被害など、先行き不透明感

が高まる中、当社では欧州で進めていた構造改革が

ほぼ完了し、来期以降黒字化の定着が見込めるよう

になりました。また2012年1月に台湾のプリンタ

メーカーArgox Information Co., Ltd. （以下、

Argox社）をグループ化しましたが、このことは今

後当社の新興国開拓において大きな武器になると

考えています。

Ｑ

売 上 高

営 業 利 益

経 常 利 益

当期純利益

80,536百万円（前期比102.8％）

4,652百万円（前期比110.1％）

4,171百万円（前期比112.8％）

1,953百万円（前期比388.2％）
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社長インタビュー

Argox社のグループ化について、
その背景や期待できる点は？

　価格競争力のあるコンパクトプリンタの分野で、

世界トップブランドの一つとして知られるArgox

社は、新興国市場に的を絞ったビジネスモデルで、

中国、ブラジル、トルコや、インド、ロシア、南アフリ

カといった地域の自動認識市場において主要な地

位を築いています。新興国への開拓力増強をはか

る当社にとって、Argox社のグループ化は、開発、購

買、製造、営業などのあらゆる面において大きな前

Ｑ
進を期待できるものであり、これから成長著しい市

場での事業展開を加速するけん引役になると考え

ています。

海外事業展開について
当期の取り組みを地域別に
教えてください。

　欧州では、ドイツのラベル工場を閉鎖し、生産コ

ストの低いポーランドに建設した新工場が本格稼

動を開始、これまで進めていた構造改革が一段落し

ました。世界最大のプリンタ市場である北米では、

現在のビジネスを安定的に成長させつつ、OEM事

業やプリントショップ事業（※）等も強化しています。

　新興国市場では、成長市場の需要を取り込む施策

を積極的に展開しています。中国では、国内製造業

や大手流通業の進出が相次いでいることや、人件費

高騰を背景とした合理化需要増があることから、

ラベル供給能力の強化を図るため、協力関係にあっ

たラベル製造会社を完全子会社化するとともに、プ

リンタの組み立てラインを整備して、入札案件の条

件となる「中国製」プリンタを供給できる体制を構築

しています。また昨年4月のインドネシアのジャカ

Ｑ

ルタ駐在員事務所、9月のタイのレムチャバン支店

開設に続き、2012年1月にはインド、スリランカ、

バングラディシュ等の南アジア地域における事業活

動の中核拠点として、インド北部に現地法人を設立

しました。中南米では、2012年3月、アルゼンチン

のラベル製造会社を子会社化し、ブラジルに続きア

ルゼンチンでの営業・ラベル供給体制を整えるな

ど事業成長に向けたインフラ整備への取り組みを

強化しております。

国内事業も大変好調でしたが、
その理由は？

　2010年度に導入した市場別事業部制が大きく

奏功したと思います。これにより各業界への深耕

が進み、事業分野ごとの専門性が高まって提案力が

強化され、その効果が数字に表れてきました。特に

電子プリンタを中心とするメカトロ製品の売上が、

当下半期に、FA、メディカル向けを中心に前期比２

桁増の伸びとなったことは、このことを裏付けてい

ると思います。またサプライ製品の売上についても、

リテール、食品、メディカル、公共の各分野で好調に

推移しました。

4月に発表した新中期経営計
画の概要を教えてください。

　2012年4月に、2015年3月期を最終年度とす

る3ヵ年の中期経営計画を策定しました。長期的な

基本戦略に、グローバル化と顧客価値最大化の追求

を掲げ、①「海外・安心・環境保全」を成長ドライバー

とすること、②顧客価値を最大化するため、顧客の

多様なニーズに、的確に対応し、より「深く」「長い」

絆を築くこと、③DCS&Labelingを世界に展開す

ること、④DCS&Labelingの次のビジネスモデル

を構築することを、その戦略の柱としました。

　その上で、2015年3月期までの3ヵ年においては、

次の６つの戦略に取り組みます。それは、①海外既

存分野は国別にターゲット市場、顧客、用途を絞り

事業部制のノウハウを展開して「狭く・深い」専門性

の高い提案をすること、②Argox社製品で新興国成

長市場を迅速に開拓すること、③オペレーションの

標準化やグローバル調達の推進により、海外で高収

益サプライ事業を確立すること、④全社的に事業・

製品・コストを見直し、収益力を高めること、⑤ IT、

SCM、財務、人財の活用でグループ経営を全体最適

化すること、⑥既成概念にとらわれず環境保全事業

Ｑ

Ｑ

（※）バーコードラベルなどの印字代行業
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持続
可能社会

安心・環境保全

正確・省力・省資源

を迅速にグローバルに拡大することです。

　特に力を入れているのは、戦略②の新興国成長市

場の開拓と、戦略③の高収益サプライ事業の確立、

戦略⑥の環境ビジネスの本業化です。そのための

具体策として、まず戦略②においてはArgox社をグ

ループ化したシナジー効果を最大限発揮すべく、製

品の供給や販売網における相互補完的な連携を促

進します。人件費高騰を受けて自動化投資への取

り組みが進む中国については、2012 年4月から日

本の本社がマネジメントを担い、拡大する商機を確

実に捉えます。インドの現地法人、アルゼンチンの

子会社化に続き、インドネシアやベトナムにおいて

も現地法人を設立する予定です。

　さらに戦略③における海外での高収益サプライ

事業の確立に向けて、欧州でもラベル生産体制を構

築・増強していきます。新たに社長直下に設けたグ

ローバルサプライチームを中心に、印刷機や原紙な

どの購入交渉を一本化し、スケールメリットを生か

社長インタビュー

しながら購買力を高めるほか、各国におけるサプラ

イ製品に対する需要に合わせて、設備を更新し、生

産性の向上に努めてまいります。

　戦略⑥における変化といたしまして、当社の製品

およびソリューションを活用した環境保全事業を

独立事業として立ち上げるほか、「ノンセパ®」「エ

コナノ®」ラベルなどの環境関連製品をグローバル

に拡大してまいります。また、業界団体やNPO法

人などへの働きかけを強化してまいります。

　これらの戦略を着実に実行することで、今中期経

営計画の最終年度となる2015年3月期に、売上高

1,000億円以上、売上高に占める海外比率30％

以上、営業利益率8％以上、ROE10％以上の達成を

目指します。

　また、2012年度を迎えるにあたり、当社はさら

なる成長のため、DCS&Labelingの枠にとらわれ

ない新たな事業領域を再定義しました。社是であ

る「あくなき創造」により、「お客さまに選ばれ続け

る世界No.1の自動認識企業になる」という長期ビ

ジョンのもと、「正確・省力・省資源」に加え「安心・

環境保全」の価値を提供することにより、豊かで持

続可能な社会への貢献を目指してまいります。

最後に株主の皆さまへ、
一言お願いします。

　今回、海外事業に関するご説明が中心になりまし

たが、これは新たな成長を目指すサトーにとって海

外市場をいかに開拓し、収益を上げられる事業に育

てていくかが問われていることによります。今回

の組織改編や機構改革、さらには積極的なM&A に

より、海外強化のための足固めができました。今後

はオペレーションの最適化を図りながら、売上と収

益の拡大につなげてまいります。

　株主の皆さまにおかれましては、変わらぬご支援

を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

Ｑ
長期基本戦略長期ビジョン

あくなき創造により
お客さまに選ばれ続け、

世界 No.1 の
自動認識企業になる

3 DCS＆Labelingの世界展開
4 DCS＆Labelingの次のビジネスモデルを創る

1 海 外 安 心 環境保全 次の成長ドライバー

2 深さ＝用途／ニーズ 長さ＝時間軸 顧客価値の最大化

中期基本戦略中期経営目標

持続可能な成長力と
収益基盤を確立する

日本の各事業部のノウハウを国別に移植

2015年3月期
売上高
海外比率
営業利益率
ROE

1,000億円以上
30％以上
8％以上
10％以上

新興国成長市場の開拓（Argox社シナジー）
高収益サプライ事業の確立
収益力強化（事業・用途・製品・コスト）
全体最適化（IT・SCM・財務・人財育成）
環境ビジネス本業化

戦略１

戦略3

戦略2

戦略4

戦略6

戦略5

海
　 

外

グ
ル
ー
プ
全
体

自動認識
ソリューション
（DCS&Labeling）

サービス
ビューロー

プライマリー
ラベル

保　守関連製品

新技術 環　境

サトー事業領域概念図
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売上高伸長率

メディカル事業部

ロジスティクス事業部

国内市場別事業部制導入の効果 リテール事業部

　EDIの新たな標準仕様である「流通BMS」への本格
的な移行に伴い、百貨店・量販店市場を中心に、この
規格に対応した出荷検品システムの需要が伸び、売
上増につながりました。また最近は、インターネット
で注文を受け宅配する「ネットスーパー」への参入が
増えており、商品の検品および配達までの運用を効
率化する提案は、お客さまから高い評価をいただい
ております。

　病院では、製薬メーカーから卸、病院、調剤薬局まで、
メディカル業界のSCMを把握している強みを活かし、
現場ニーズに即した提案を行い「医療の安心」に貢献
してまいりました。医療過誤防止のためのバーコー
ド活用が進み、患者さまが手首に付けるリストバンド
や、検体ラベル、投薬ラベルを発行するプリンタ商談
を中心に大きな成果を上げています。

　運輸業では配送ドライバーが携帯する小型プリン
タや送り状ラベルの発行プリンタの提案、倉庫・3PL
業では入出荷検品・棚卸・在庫管理の仕組みなどの提
案をそれぞれ行ってまいりました。今後の施策とし
ては、業界の用途に特化した新製品を市場へ投入する
とともに、環境負荷の軽減につながる台紙の無いラベ
ル「ノンセパ®」などの活用で付加価値を提供し、売上
拡大につなげてまいります。

　2010年4月より、国内市場別事業部制を導入いたしました。

　当期は、東日本大震災からの復旧が進むなか、各事業部が市場ごとの専門性を

活かし、顧客ニーズを捉えた積極的な提案を行ってきたことで商談が活発化し、

国内事業の増収増益をけん引しました。当期の各事業部の取り組みについてご

報告いたします。

食品事業部

　「食の安心」が強く求められている今、外食産業や
和洋菓子メーカーのお客さまを中心に、バーコード
や２次元コードを活用した食材管理やトレーサビリ
ティのシステムの提案を行ってまいりました。また、
JAS法などの法令を順守した適正な表示を実施する
ためのソリューションなど、食品業界のニーズに応
えられる提案の強化により、大きな商機をつかむこ
とができました。

FA事業部

　日本の製造業では、SCM（サプライチェーン・マネ
ジメント）の全体的な改善と組み立て工程を中心に、
コストを重視した海外への生産移管が進められてお
り、同時にグローバルに対応したEDI（電子商取引）お
よび物流構築が業界の課題となっております。これ
らの課題に対し、当社のDCS & Labelingを活用し
たソリューション提案を行ったことで、ニーズをつ
かみ、売上増につながりました。

売上高伸長率
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国内商談事例

　このたび、ワタミ手づくりマーチャンダイジング様

に、サトーのラベル自動貼付け機と関連製品一式をご

導入いただきました。

　ワタミ手づくりマーチャンダイジング様は、ワタミ

グループで使われる食材の仕入から製造、加工、物

流管理に至るまでの全工程を担い、グループ内外に「安

全・安心」な商品の供給を行っています。同社では、宅

食事業の拡大に伴い、需要が増えているお弁当を対象

に適正な食品表示への取り組みを強化するためシス

テム化を検討され、当社にご相談いただきました。

　今回ご導入いただいたのは、ラベルに可変情報を印

字し自動で貼り付ける「タフアームLR4120f」（各工

場に合計28台納品）です。また、食品衛生法やJAS

法などの法令を順守した原材料名表示を自動作成し

たり、品質情報を一元管理できるソフトウェア「そう

けんくん® （※）」も採用いただきました。

　これにより「日替わりでお届けするお弁当の原材料

や添加物などの表示を、簡単に速く、そして正確にラ

ベル表示できる」とご好評いただいております。

（※） 開発・販売　株式会社エフシージー総合研究所様

【運用方法】

　ワタミ手づくりマーチャンダ
イジング様では、１日に23万食
（2012年4月時点）のお弁当を製
造しています。各工場のライン上
に、完成したお弁当が流れ、タフ
アームで上面には商品のデザイ
ンラベル、底面には表示ラベルを
貼り付けます。オペレーションパ
ネルには、本部で作成した商品表
示データが連動しており、作業前
に該当するレイアウトと発行枚
数を設定します。

海外商談事例

RFIDタグで本の偽造防止アメリカ

ワタミ手づくりマーチャンダイジング株式会社様
宅配弁当向け食品表示ラベル発行システム ～食の安心に貢献～

　中国の空港では、搭乗券や旅行客の荷物に付ける名

札タグの発行用に、サトーのバーコードプリンタ

「M-5900RVe」が2000台以上稼動しています。

　印字品質、堅牢性、発行スピード、保守メンテナンス

に高い評価をいただき、100ヵ所以上の空港で導入さ

れております。

　中国では、政府より「新5ヵ年空港計画」が発表され

ており、2015年までに180ヵ所以上の空港の新設、

拡張、移設が予定されています。今後も成長が期待で

きる空港市場に向けて、最適な製品・サービスを提供

してまいります。

　アメリカ合衆国では、学校で使用される教科書が数

百ドルと高価なため、複製品が出回ることが多く、出

版業界にとって大きな損失となっていました。そこで

サトーは、RFID（ICタグ・ラベル）を活用した本の個体

管理を提案、製本会社のBindTech社と協力し、偽造

防止のためのソリューションとして出版社数社から

発注いただきました。

　RFIDとは、非接触でモノの情報を読み書きするこ

とができる自動認識技術です。製本時に、ID情報が登

録されたRFIDを本の背や表紙部分に埋め込みます。

見た目にはRFIDが内蔵されていることはわかりませ

んが、読み取り機にかざすことでID情報を取得でき、

真贋判定ができる仕組みです。同様のニーズを持つ出

版社を対象に、商談の拡大を目指します。

100ヵ所以上の空港に導入 搭乗券発行プリンタ中 国

M-5900RVe

ラベル自動貼付け機
タフアームLR4120f
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サトーの強み

　　三行提報とは？

　現場でキャッチしたさまざまな情報やアイデアを、
直接経営トップに届け、製品やサービスに反映できる
サトー独自の仕組みです。
　全社員が、「現場で耳にした情報」「職場環境の改善
案」「新製品開発へのヒント」などを三行（127文字）に
まとめて、毎日、記名式で経営トップ宛に提出します。
もともと、1976年に日報の形で始まり、改変を重ね、
30年以上にわたり続けられてきました。

　　三行提報の仕組みは？

　毎日提出される2000件以上の提案から、選別され
た約40件が、経営トップに提出されます。経営トッ
プより、担当部署に直接、改善や検討の指示がなされ
るほか、重要と判断されたもの、全社員で情報共有す
べきと判断されたものは、社内のポータルサイトに
掲示されます。また、すべての提報は、全社員が自由に
データベースで検索できるため、各現場でも大いに役
立っています。

　　どのような成果が上がっていますか？

　三行提報では、ありのままの情報や提案が、新入社員
を含めた全社員から上司を介すことなくダイレクトに
上がって来ます。それらの情報や提案がきっかけで、
市場の兆候をいち早く掴むことができ、大きな売上増
につながった事例があります。また、制服の廃止や昼
休みのフレックスタイム制の導入など、職場環境の改
善も行われています。
　まさに「三行提報」は当社の変化の源泉なのです。

（※）三行提報の正式名称は、「会社をよくする創意・くふう・気付いた
事の提案や考えとその対策の報告」です。

印刷の技術力

国内・世界のラベルコンテストで入賞

「あくなき創造」の原動力

　サトーは、シール・ラベル基材の開発から、デザイン、

印刷・加工まで、すべての工程を一貫して行える体

制を築いています。また、商品の印象を左右する各

種シールにつきましても、専門デザイナーが、お客さ

まの要望に合わせて最適なデザインの提案を行って

います。

第23回世界ラベルコンテスト
（開催：2011年9月、開催地：ベルギー）

▲
「レタープレス（化粧品）部門」

最優秀賞
　ほか３部門で最優秀賞受賞 ▲

経済産業省商務情報政策局局長賞
　ほか3点受賞

第21回シール・ラベルコンテスト
（開催：2011年10月、開催地：京都府）

印刷担当者のコメント
技術的なことはもちろん大事ですが、生産する一枚一枚に心を込めなけれ
ば良いシールが出来ないと思っています。「どのように使われるのだろうか」、
「どのような商品に貼られるのか」と、常に意識しています。

Q

Q Q

　サトーには、社員全員が経営をサポートし、会社を良くす

るための仕組みがあります。社会の変化をいち早く読み取り、

現場のニーズを即座に経営に反映させる。それが、「三行提報

（さんぎょうていほう）（※）」です。

サトービジネスサービス株式会社　代表取締役社長 野木りえ子

　お客さまのさまざまなニーズに応えられるよう、

デザイン力、印刷技術力の向上を目指し、社外のコ

ンテストにも積極的に参加しています。加工技術、

デザインなどを審査基準としている「シール・ラベ

ルコンテスト（主催：全日本シール印刷協同組合連

合会）」で、サトーは1998年の第8回コンテストか

ら14年連続入賞するなど高い評価を得ています。

デザイナーのコメント
デザインを作成する際は、まず求められているデザインは何かを考え、 
イメージすることを大切にしています。 

経営トップからのフィードバック
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